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◆
軟
式
野
球
（
東
久
留

米
ド
リ
ー
ム
ズ
）　

毎
週

土
曜
・
日
曜
日
、
市
内
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
。
会
費
月
１

５
０
０
円
。　

歳
〜　

歳
。

４５

６５

詳
し
く
は
浜
村
�
０
９

０
・
３
２
３
９
・
１
９
３

９
へ
。

　

◆
親
子
遊
び
ラ
ン
ラ
ン

　

毎
週
木
曜
日
の
午
前　
１０

時
〜
正
午
、
さ
い
わ
い
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月

１
０
０
０
円
。
１
歳
〜
３

歳
く
ら
い
。
リ
ト
ミ
ッ
ク
、

手
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、

工
作
等
。
無
料
体
験
あ
り
。

詳
し
く
は
大
串
�
４
７

６
・
５
３
４
２
へ
。

　

◆
絵
画
講
習
（
グ
ル
ー

プ
茜
）　

月
３
回
、木
曜
日

の
午
後
１
時
〜
４
時
半
、

成
美
教
育
文
化
会
館
で
。

入
会
金
３
０
０
０
円
、
会

費
月
５
０
０
０
円
（
別
途

諸
経
費
月
１
５
０
０
円
）。

春
陽
会
会
員
北
原
宏
太
郎

氏
が
指
導
。
油
絵
、
水
彩
、

パ
ス
テ
ル
等
。
見
学
自
由
。

詳
し
く
は
杉
浦
�
４
７

１
・
４
１
４
４
へ
。

　

◆
東
久
留
米
手
芸
グ

ル
ー
プ
の
会
・
第　

回
作

２１

品
展　

６
月　

日
（
金
）

１６

〜　

日
（
火
）
午
前　

時

２０

１０

〜
午
後
６
時
（　

日
は
正

１６

午
か
ら
、　

日
は
午
後
３

２０

時
ま
で
）、ス
ペ
ー
ス
１
０

５
で
。
入
場
料
無
料
。
詳

し
く
は
内
堀
�
４
７
１
・

３
１
３
７
へ
。

　

◆
七
夕
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
（
東
久
留
米
市
社
交

ダ
ン
ス
連
盟
）　

７
月
２

日
（
日
）
午
後
２
時
半
〜

５
時
半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
第
１
体
育
室
で
。
参

加
費
当
日
１
０
０
０
円

（
前
売
り
８
０
０
円
）。

チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
パ
ー
ト

ナ
ー
、
オ
ー
ル
ダ
ン
ス
タ

イ
ム
。
詳
し
く
は
臼
井
�

４
７
６
・
１
５
０
４
へ
。

　

◆
バ
ラ
エ
テ
ィ 
葵
ま

つ
り（
葵
ク
ラ
ブ
）　

６
月

　

日
（
日
）
午
前
９
時
半

１８〜
午
後
６
時
、
成
美
教
育

文
化
会
館
で
。
入
場
料
無

料
。
歌
、
日
舞
、
ダ
ン
ス
、

尺
八
、
楽
器
等
。
詳
し
く

は
風
間
�
４
７
１
・
１
０

５
６
へ
。

　

◆
く
る
め
フ
ォ
ト
サ
ー

ク
ル
写
真
展　

６
月　

日
１７

（
土
）
午
後
１
時
〜　

日
２５

（
日
）
午
後
５
時
、
中
央
公

民
館
１
階
ロ
ビ
ー
で
（　
１９

日
〈
月
〉
は
休
館
）。
入
場

料
無
料
。
詳
し
く
は
園
田

�
４
２
２
・
８
１
７
７
へ
。

　

◆
携
帯
電
話
活
用
・
空

店
舗
空
室
有
効
活
用
の
公

開
講
座
（〈
社
〉
東
村
山
法

人
会
東
久
留
米
第
２
支

部
）　

７
月
７
日
（
金
）
午

後
３
時
〜
６
時
、
Ｊ
Ａ
東

京
み
ら
い
農
協
東
久
留
米

支
店
２
階
ホ
ー
ル
（
幸
町

三
丁
目
）
で
。
参
加
費
無

料
。
最
新
携
帯
電
話
の
取

り
扱
い
活
用
方
法
等
を
実

演
、
参
加
者
に
操
作
、
学

習
。
詳
し
く
は
野
島
�
４

７
１
・
０
９
１
２
へ
。　

　

◆
東
久
留
米
ペ
ン
習
字

会　

毎
月
第
１
・
第
３
①

月
曜
日
の
午
前
が
市
民
生

活
館
②
水
曜
日
の
午
前
と

午
後
が
中
央
公
民
館
で
。

入
会
金
３
０
０
円
、
会
費

月
２
４
８
０
円
。
つ
け
ペ

ン
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
。
詳
し

く
は
毛
塚
�
４
７
４
・
７

２
７
４
へ
。

　

◆
居
合
道（
正
剣
會
）　

毎
週
土
曜
・
日
曜
日
の
午

後
４
時
半
〜
６
時
半
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
１
５
０
０
円
。　

歳
以

１８

上
で
長
期
続
け
ら
れ
る
方
。

初
心
者
・
女
性
歓
迎
。
詳

し
く
は
廣
井
�
４
２
１
・

７
２
５
２
へ
。

　

◆
華
道
サ
ー
ク
ル
草
月

流　

毎
月
第
２
・
第
４
金

曜
日
の
午
前　

時
〜
午
後

１０

５
時
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。
会
費
月
２
０
０

０
円（
花
代
別
）。
初
心
者

〜
上
級
者
。
小
・
中
学
生

歓
迎
。
詳
し
く
は
伊
東
�

４
７
１
・
６
６
９
７
へ
。

　

◆
風
景
画
を
描
く
会　

月
２
回
、
原
則
と
し
て
第

１
・
第
３
水
曜
日
、
東
部

地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

月
１
０
０
０
円
。
東
京
郊

外
で
の
写
生
と
教
室
で
の

勉
強
。
詳
し
く
は
飯
田
�

０
８
０
・
６
５
８
１
・
５

３
５
２
へ
。

　

◆
東
久
留
米
市
ラ
ジ
オ

体
操
連
盟　

毎
朝
６
時　
１０

分
ご
ろ
か
ら
、
滝
山
公
園

（
滝
山
二
丁
目
）、
市
役
所

１
階
屋
外
ひ
ろ
ば
、
野
草

園
（
向
台
広
場
）、
本
村
小

学
校
、
小
山
小
学
校
、
八

幡
神
社
（
八
幡
町
二
丁
目
）、

西
団
地
児
童
公
園
（
下
里

四
丁
目
）
で
。
会
費
年
１

２
０
０
円
。
ス
ト
レ
ッ
チ
、

ラ
ジ
オ
体
操
、
中
国
体
操
。

見
学
歓
迎
。
会
場
は
選
択

制
。
詳
し
く
は
対
馬
�
４

７
１
・
５
７
４
２
へ
。

　

◆
着
物
着
付
五
月
会　

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
日

の
午
前
９
時
〜　

時
、
東

１１

部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
２
０
０
０
円
。
詳
し
く

は
佐
藤
�
４
７
１
・
５
５

８
６
へ
。

　

◆
東
久
留
米
空
手
ク
ラ

ブ　

毎
週
①
年
中
〜
小
学

生
が
火
曜
日
の
夜
と
土
曜

日
の
午
前
②
中
学
生
以
上

が
火
曜
・
木
曜
日
の
夜
と

土
曜
日
の
午
前
、
い
ず
れ

も
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ

か
で
。
会
費
月
４
０
０
０

円
か
ら
。
見
学
・
体
験
自

由
。
詳
し
く
は
後
藤
�
０

８
０
・
５
６
５
４
・
４
９

３
４
へ
。

　

◆
詩
吟
・
詩
舞
（
旭
芯

〈
き
ょ
く
し
ん
〉
流
吟
舞

道
）　

毎
週
火
曜
・
木
曜
・

土
曜
日
の
午
後
１
時
〜
５

時
と
夜
間
、本
部
教
室（
本

町
三
丁
目
）、市
民
プ
ラ
ザ

会
議
室
ほ
か
で
。
会
費
月

２
０
０
０
円
（
教
材
費
別
）。

詳
し
く
は
小
浦
�
４
７

３
・
９
６
６
１
へ
。

　

梅
雨
の
時
期
は
、
長
雨
や
集
中

豪
雨
で
地
盤
が
緩
み
、
が
け
や
擁

壁
（
よ
う
へ
き
）
な
ど
の
崩
壊
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
危
な
い
が
け
や
不
完
全

な
擁
壁
で
覆
わ
れ
て
い
る
所
に
あ

る
家
で
は
、
大
き
な
被
害
を
受
け

る
ば
か
り
で
な
く
、
隣
接
す
る
方

特
定
入
所
者
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
と
は

　

昨
年
の　

月
か
ら
、
介
護
保
険

１０

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
居
住

費
・
食
費
が
自
己
負
担
化
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
し
、
低
所
得
の
方
は
、

７
月
か
ら
国
民
年
金

の
免
除
制
度
が 

変

わ

り

ま

す

　

免
除
制
度
は
、
今
ま
で
全
額

免
除
と
半
額
納
付
制
度
（
半
額

免
除
）
だ
け
で
し
た
が
、
７
月

か
ら
次
の
よ
う
な
全
額
免
除
と

三
段
階
の
一
部
納
付
制
度
に
変

わ
り
ま
す
。

７
月
以
降
の
免
除
の
種
類

　

①
全
額
免
除
制
度

　

②
半
額
納
付
制
度

　

③
４
分
の
１
納
付
制
度

　

④
４
分
の
３
納
付
制
度

　

こ
の
免
除
制
度
は
、
本
人
、

配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年

所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場

合
、
申
請
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
額

の
計
算
に
当
た
っ
て
は
、
保
険

料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
に
比

　

○福
 

医
療
証
は
７
月
１
日
で
切

り
替
わ
り
ま
す
。
現
在
医
療
証
を

お
持
ち
で
、
引
き
続
き
都
が
定
め

る
条
件
を
満
た
す
方
に
は
、
新
し

い
医
療
証
を
６
月　

日
ま
で
に
郵

３０

送
し
ま
す
。

○福
 

を
お
持
ち
で
な
い
方
へ

　

年
齢
条
件
に
該
当
し
、
現
在
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は

先
日
「
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま

し
た
。
記
載
さ
れ
た
条
件
す
べ
て

に
該
当
す
る
場
合
は
、
介
護
福
祉

課
医
療
係
（
市
役
所
１
階
）
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

危険なががががががががががががががががががががががががががががががががけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩崩れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれがけ崩れに
　　　　ご注意を！

の
生
命
、
財
産
に
ま
で
危
険
を
及

ぼ
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、

日
ご
ろ
か
ら
家
の
周
り
の
安
全
を

確
か
め
、
危
な
い
石
積
み
や
土
留

め
等
は
補
強
改
善
し
、
雨
水
の
排

水
を
よ
く
す
る
な
ど
し
て
、
安
全

対
策
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

す
で
に
関
係
機
関
か
ら
改
善
等

の
措
置
を
取
る
よ
う
勧
告
を
受
け

て
い
る
方
は
、
補
強
、
改
良
な
ど

の
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
法
律
（
宅
地
造
成
等
規

制
法
）
で
定
め
る
区
域
内
で
、
一

定
の
高
さ
以
上
の
切
土
・
盛
土
を

し
た
り
、
擁
壁
な
ど
を
築
造
し
た

り
す
る
場
合
は
、
事
前
の
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
市
都
市
計
画
課
開
発

指
導
係
�
４
７
０
・
７
７
８
２
ま

た
は
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
開

発
指
導
第
二
課
�
０
４
２
・
３
６

４
・
２
３
８
６
へ
。

べ
て
、
４
分
の
１
納
付
期
間
は

「
２
分
の
１
」、
半
額
納
付
期
間

は
「
３
分
の
２
」、
４
分
の
３
納

付
期
間
は
「
６
分
の
５
」
と
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
一
部
納
付
額
が
未
納

で
あ
る
期
間
は
、
免
除
が
無
効

と
な
り
、
年
金
受
給
資
格
期
間

へ
の
算
入
と
年
金
額
へ
の
反
映

は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い（
下

表
参
照
）。

　

ま
た
、
承

認
を
受
け
て

か
ら　

年
ま

１０

で
の
間
で
あ

れ
ば
、
免
除

と
さ
れ
た
保

険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、

保
険
料
免
除

の
承
認
を
受

け
た
年
度
か

ら
起
算
し
て

３
年
度
目
以

降
に
保
険
料

を
納
付
す
る

場
合
（
追
納
）

は
、
経
過
し

た
期
間
に
応

じ
て
、
一
定

の
額
が
保
険

料
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
学
生
納
付

特
例
制
度
や
若
年
者
（　

歳
３０

未
満
対
象
）
納
付
猶
予
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国

保
年
金
資
格
係
�
４
７
０
・

７
７
３
２
ま
た
は
武
蔵
野
社

会
保
険
事
務
所
�
０
４
２

２
・　

・
１
４
１
１
へ
。

５６

　

市
で
は
、
環
境
の
保
全
・
回
復
・

創
出
に
つ
い
て
基
本
理
念
を
定
め
、

市
民
・
事
業
者
・
市
の
責
務
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、　

年
４
月
に

１６

「
環
境
基
本
条
例
」を
施
行
し
ま
し

た
。
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
環
境

の
保
全
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
、計
画
的
に
推
進
す
る
た
め「
環

境
基
本
計
画
」
策
定
に
向
け
、
２

カ
年
に
わ
た
り
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
こ
の
間
に
は
、
公
募
市

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
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環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環

東
久
留
米
市
環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
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画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

境
基
本
計
画

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
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〜
水
と
緑
、
安
心
し
た
暮
ら
し
を

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななななななななななななななななななな
でででででででででででででででででででででででででででででででで
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むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむ
まままままままままままままままままままままままままままままままま

　
　
　

み
ん
な
で
育
む
ま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
���������������������������������
東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久
留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留
米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米

東
久
留
米
���������������������������������
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

が
ま
と
ま
り
ま
し
た

民　

人
で
構
成
さ
れ
る
市
民
委
員

２６
会
か
ら
の
提
言
や
学
識
経
験
者
、

市
民
等　

人
で
構
成
さ
れ
る
環
境

１２

審
議
会
か
ら
の
答
申
等
、
多
く
の

方
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
の
度
、「
東
久
留
米
市
環
境

基
本
計
画
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、　

年
後
に
目
指

１０

す
ま
ち
の
将
来
像
を
「
水
と
緑
、

安
心
し
た
暮
ら
し
を
み
ん
な
で
育

む
ま
ち
�
東
久
留
米
�」
と
し
、
３

つ
の
基
本
目
標
と
６
つ
の
個
別
目

標
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
６
月　

日
（
木
）

１５

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
ほ
か
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
２
階
）、
環
境
緑
政

課
（
同
５
階
）
窓
口
、
市
内
各
図

書
館
等
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

な
お
、
概
要
版
を
今
号
の
広
報

に
折
り
込
ん
で
各
戸
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
共
に
東
久
留
米
の
よ

り
良
い
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
同
課
環
境
保
全
係
�

４
７
０
・
７
７
５
３
へ
。

　都は、市内を流域に持つ黒目川･落合川の河川整備につ

いて、地域の皆さんや学識経験者のご意見を伺って、「黒

目川流域河川整備計画」として策定しました。

　同計画書は都建設局河川部計画課（都庁第２庁舎２２階）、

都北多摩北部建設事務所内（立川市柴崎町二丁目）およ

び市管理課（市役所５階）で閲覧できます。また、都建

設局のホームページでも今後掲載していく予定です。

　詳しくは同局河川部計画課�０３・５３２０・５４１４へ。

黒目川流域の河川整備計画が
策定されました

　　　　　　　介護保険施設における段階区分別負担限度額（１日当たり）  　単位：円

食費

居　　住　　費段　階　区　分

多床室
従来型
個室※１

ユニット型
準個室

ユニット型
個室

利用料
負担段階

所　得　区　分

施設ごとに利用料金が異なります第４段階世帯課税者で本人非課税

住　

民　

税

６５０３２０
　８２０

（１,３１０）
１,３１０１,６４０第３段階

合計所得金額と課税
年金収入額の合計が
８０万円超

世帯非課

税者 ３９０３２０
　４２０

　（４９０）
　４９０　８２０第２段階

合計所得金額と課税
年金収入額の合計が
８０万円以下

３００　０
　３２０

　（４９０）
　４９０　８２０第１段階

老齢福祉年金受給者

生活保護受給者等

※（　）内は介護老人保健施設および介護療養型医療施設の場合です。

免除の対象となる所得の目安（１８年度）
単位：円

年金額
計算

一部納付額
（月額）

所 得 の 目 安
免除等種類

４人世帯２人世帯単　身

３分の１－１,６２０,０００９２０,０００５７０,０００全額免除

２分の１３,４７０２,３００,０００１４２０,０００９３０,０００４分の１納付

３分の２６,９３０２,８２０,０００１,９５０,０００１,４１０,０００半額納付

６分の５１０,４００３,３５０,０００２,４７０,０００１,８９０,０００４分の３納付

※「２人世帯」は、夫婦のみで、夫か妻のどちらかに所得がある場合。
※「４人世帯」は、夫婦と子２人の場合で、夫婦のどちらかに所得があり、子が１６歳
未満の場合。

昭和１ １年７月２日
～１２年６月３ ０日に生まれた方へ

○福 医療証を更新します

介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
（
入
所
者
）
へ

居
住
費
・
食
費
の

　
　
　

負
担
限
度
額
認
定
申
請
に
つ
い
て

所
得
区
分
に
応
じ
て
上
限
が
設
け

ら
れ
、
こ
れ
を
超
え
る
利
用
者
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
特
定

入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
い
い

ま
す
（
段
階
区
分
は
左
表
の
通
り
）。

　

な
お
、税
制
改
正（
高
齢
者
の
非

課
税
限
度
の
廃
止
）の
影
響
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
住
民
税
世
帯
非
課
税
者

（
利
用
者
負
担
第
１
・
２
段
階
）で

あ
っ
た
方
が
利
用
者
負
担
第
４
段

階
と
な
る
場
合
は
、
段
階
の
上
昇

が
１
段
階
と
す
る
措
置
（
激
変
緩

和
措
置
）が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

　

激
変
緩
和
措
置
に
該
当
す
る
方

は
次
の
①
お
よ
び
②
の
方
で
す
。

　

①
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１

２
５
万
円
以
下
で
平
成　

年
１
月

１７

１
日
現
在　

歳
以
上
の
方
（
昭
和

６５

　

年
１
月
２
日
以
前
生
ま
れ
の

１５方
）　

　

②
上
記
①
に
当
て
は
ま
る
方
と

同
一
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者

で
、
同
一
の
世
帯
に
上
記
①
以
外

の
住
民
税
課
税
者
が
い
な
い
、
平

成　

年
１
月
１
日
現
在
で　

歳
以

１７

６５

上
の
方
（
昭
和　

年
１
月
２
日
以

１５

前
生
ま
れ
の
方
）

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
▽
介
護

老
人
保
健
施
設
▽
介
護
療
養
型
医

療
施
設
▽
短
期
入
所
生
活（
療
養
）

介
護
▽
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活

（
療
養
）介
護
▽
地
域
密
着
型
介
護

老
人
福
祉
施
設

利
用
の
際
は
申
請
を

　

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

制
度
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
申
請

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
（
負
担
限
度
額
認
定
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
）
は
、
６
月　
３０

日
で
有
効
期
間
が
満
了
と
な
り
ま

す
の
で
、
更
新
の
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
者
負
担
第
４
段
階

で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
方
は
、
減
額
制
度
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
係（
内
線
２
５
０
２
）へ
。

成
制
度
の
対
象
で
は
な
く
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
医
療
証
に
同
封
す

る
「
○福
 

医
療
証
の
て
び
き
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
係
（
内
線
２
５
５

１
・
２
５
５
２
）
へ
。

 　

○福
 

医
療
費
助

成
制
度
は　

年
１２

３
月
の
都
議
会

○福
 

は　

年
６
月　

日
で

１９

３０

廃

止

さ

れ

ま

す

で
廃
止
が
決
定
さ
れ
て
い
て
、
今

回
が
最
後
の
更
新
と
な
り
ま
す
。

　

歳

に

な

る

と

７０

　

国
の「
前
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

が
適
用
さ
れ
、
都
の
○福
 

医
療
費
助
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�
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家の周辺を再確認しましょう

◆都建設局ホームページアドレス
http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp

　現在７月１５日号～１０月１日号の受け付けをしていま

す。　広報課（市役所２階）にある所定の用紙に必要事

項を記入し、同課で直接申し込みを。

★原稿の締め切りは、発行日の２０日前です。

★会員募集は毎号１８件、催しは毎号１２件まで先着順に

受け付けています。

★掲載回数は１団体等につき「会員募集」「催し」を合

わせて一年度４回までです。

★同一団体等の掲載は「会員募集」「催し」の別に関係

なく広報紙３号以上間隔を空けてください。

市 民 伝 言 板 の 主 な 利 用 方 法

 
催　
　

し 

 
会
員
募
集 
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既
に
乳
幼
児
医
療
証
を
交
付
さ

れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け
出

は
、　

月
１
日
以
降
も
引
き
続
き

１０

乳
幼
児
医
療
証
を
受
け
る
た
め
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届

け
出
が
さ
れ
な
い
と　

月
以
降
の

１０

乳
幼
児
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

既
に
受
給
し
て
い
る
方
に
は
届

出
用
紙
等
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
６
月　

日
１９

（
月
）
〜　

日
（
金
）
に
市
役
所
２

３０

階
２
０
４
会
議
室
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

《
申
請
に
必
要
な
書
類
》

　

健
康
保
険
証
（
保
護
者
お
よ
び

本
人
分
）
▽
印
鑑
▽　

年
１
月
２

１８

日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
前
住

所
地
の
区
市
町
村
の
発
行
す
る

「　

年
度
所
得
証
明
書
」

１８
　

な
お
、
現
在
所
得
超
過
に
よ
り

受
給
し
て
い
な
い
方
で
も
、
所
得

額
の
変
更
・
扶
養
人
数
の
変
更
・

加
入
し
て
い
る
年
金
の
変
更
等
に

よ
り
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
子
育
て
支
援
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

※
４
月
１
日
の
制
度
改
正
に
よ

り
、
新
た
に
１
歳
以
上
２
歳
未
満

児
の
所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
ま
し

た
。
今
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
新

た
に
乳
幼
児
医
療
証
の
発
行
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
改
正
に

よ
り
新
た
に
認
定
さ
れ
る
方
に
限

り
、
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

乳
幼
児
医
療
証
を
発
行
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
助
成
係
�
４
７

０
・
７
７
３
６
へ
。

表１
児童育成手当・障害手当
所得限度額（１８年度）単位：円

所　得　額
扶養親族等
の人数

３,６０４,０００　０　人

３,９８４,０００　１　人

４,３６４,０００　２　人

４,７４４,０００　３　人

５,１２４,０００　４　人

５,５０４,０００　５　人

※扶養親族が１人増えるごとに
３８０,０００円を加算します。
※所得額とは、源泉徴収票では「給
与所得控除後の金額」を、確定
申告では「所得合計の金額５番」
をいいます。

○
児
童
育
成
手
当

　

児
童
育
成
手
当
は
、
次
の
い
ず

れ
か
の
状
態
に
あ
る　

歳
に
達
し

１８

た
日
の
属
す
る
年
度
末
以
前
の
お

子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
所
得
制
限
あ
り
（
表
１
参
照
）。

　

①
父
ま
た
は
母
が
死
亡
か
離
婚

し
た
児
童

　

既
に
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
毎
年
６
月
に
現
況
届
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
届
け
出
は
、
毎

年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
に
よ

り
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け

取
る
た
め
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
届
け
出
が
さ
れ
な
い
と
６

月
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

　

既
に
受
給
し
て
い
る
方
に
は
６

月
中
旬
に
「
児
童
手
当
の
現
況
届

に
つ
い
て
」
の
通
知
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、

　

②
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
か
、
父
ま
た
は
母

が
１
年
以
上
拘
留
さ
れ
て
い
る
児

童
　

③
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
で

あ
る
児
童

　

④
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害

を
有
す
る
児
童

　

⑤
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

た
児
童
。
た
だ
し
、
婚
姻
し
た

（
届
け
出
を
し
て
い
な
く
て
も
事

実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
場
合
を

含
む
）
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま

す○
障
害
手
当

　

障
害
手
当
は
、　

歳
未
満
で
心

２０

身
に
障
害
が
あ
り
、
そ
の
程
度
が

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
お
子

さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

※
所
得
制
限
あ
り
（
表
１
参
照
）。

　

①
愛
の
手
帳
１
〜
３
度
程
度
の

児
童

　

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

程
度
の
児
童

　

③
脳
性
ま
ひ
ま
た
は
進
行
性
筋

萎
（
い
）
縮
症
の
児
童

《
申
請
に
必
要
な
書
類
》

　

請
求
者
お
よ
び
児
童
の
戸
籍
謄

本
∇
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
当
市

に
住
民
票
が
無
い
方
）
∇
請
求
者

の
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の
∇
外

国
籍
の
方
は
、
外
国
人
登
録
済
証

明
書
等
の
書
類
∇
印
鑑
▽　

年
１

１８

土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
６
月　

日
１９

（
月
）
〜　

日
（
金
）
に
市
役
所
２

３０

階
２
０
４
会
議
室
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
受
給
し
て
い
な
い

方
も
、
４
月
１
日
か
ら
の
制
度
改

正
等
に
よ
り
受
給
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
子
育
て
支
援
課

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
助
成
係
�
４
７

０
・
７
７
３
６
へ
。

月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は

前
住
所
地
の
区
市
町
村
の
発
行
す

る
「　

年
度
所
得
証
明
書
」

１８

　

※
こ
の
ほ
か
に
も
書
類
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
子
育
て

支
援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

　

な
お
、
既
に
受
給
し
て
い
る
方

に
は
、
６
月
中
旬
に
現
況
届
の
用

紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
土
曜
・
日
曜
日

を
除
く
６
月　

日
（
月
）
〜　

日

１９

３０

（
金
）
に
同
課
（
市
役
所
２
階
）
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
出
が
さ
れ
な
い
と
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
助
成
係
�
４
７

０
・
７
７
３
６
へ
。

　

市
で
は
、
公
立
・
私
立
幼
稚
園

ま
た
は
幼
稚
園
類
似
施
設
に
通
園

し
て
い
る
市
内
在
住
の
園
児
の
保

護
者
に
対
し
、
世
帯
の
所
得
に
応

じ
て
保
育
料
等
を
減
免
ま
た
は
補

助
す
る
幼
稚
園
等
就
園
奨
励
費
補

助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
【
申
請
日
時
】６
月　

日（
火
）〜

２７

　

日
（
金
）
の
午
前
９
時
〜　

時

３０

１１

半
と
午
後
１
時
半
〜
４
時
半

　
【
申
請
会
場
】市
役
所
６
階
６
０

２
会
議
室

　
【
対
象
区
分
・
園
児
一
人
当
た
り

の
減
免
・
補
助
予
定
額
】
表
２
・

３
の
通
り

　

※
内
容

等
に
つ
い

て
は
、
各

幼
稚
園
を

通
じ
て
配

布
す
る
「
幼
稚
園
等
就
園
奨
励
費

補
助
事
業
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係
�
４
７
０
・
７
７
３
６

へ
。

お子さんをお持ちの保護者の方へ

手続き・申請等を
受け付けます！

幼
稚
園
等
就
園

奨
励
費
補
助
事
業

児
童
育
成
手
当
・

障
害
手
当

児
童
手
当

　　　　　　　　　　　　　　私立幼稚園等補助額（年額）　　　　　　　単位：円

幼稚園類似
施設補助額
（市単独補助）

小学１年生の兄姉の
いる世帯　※注２

小学１年生の兄姉の
いない世帯　※注１区　　分

（１８年度の
　　　市民税課税額) 第３子

以降第２子第１子第３子
以降第２子第１子

４５,１００１７０,０００１５６,０００－２５７,０００１８５,０００１４０,５００
生活保護世帯
市民税非課税世帯

３４,３００１４３,０００１２５,０００－２５０,０００１６１,０００１０６,５００市民税所得割非課税世帯

２６,３００１２２,０００１０２,０００－２４３,０００１４３,０００　８０,９００
市民税所得割課税額
１８,６００円以下の世帯

１８,５００１０３,０００　８０,０００－２３８,０００１２６,０００　５６,９００
市民税所得割課税額
１８,６０１円以上
１３５,０００円以下の世帯

※注１　小学１年生の兄姉のいない世帯＝第１子、第２子、第３子以降とは、１人就園の場合および
同一世帯から２人以上就園している場合の｢最年長者｣｢次年長者以降｣の園児をいいます。
※注２　小学１年生の兄姉のいる世帯＝小学１年生を第１子とします。第２子、第３子以降とは小
学校１年生の兄姉を有し、同一世帯から就園している園児の「最年長者」「次年長者以降」の園児
をいいます。

表３

　　　　　　　　公立幼稚園減免額（年額）　　　単位：円

小学１年生の兄姉の
いる世帯　※注２

小学１年生の兄姉の
いない世帯　※注１区　　分

（１８年度の
　市民税課税額) 第３子

以降第２子第１子第３子
以降第２子第１子

３２,０００２６,０００―６６,０００３８,０００２０,０００

生活保護世帯

市民税非課税世帯

市民税所得割非課
税世帯

表２

乳
幼
児
医
療
費
助
成


